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自
治
労
が
結
成
さ
れ
た
の
は
一
九
五
四
年
の
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
か
ら

わ
ず
か
三
年
後
の
一
九
五
七
年
に
、
山
梨
県
の
甲
府
で
第
一
回
地
方
自
治

研
究
集
会
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
時
「
地
方
財
政
危
機
を
乗
り
切
る

た
め
に
住
民
と
の
連
携
が
必
要
だ
が
、
自
治
体
行
政
が
住
民
の
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
て
い
な
い
」
と
い
っ
た
指
摘
も
あ
り
、「
地
方
自
治
を
住
民
と
一
緒
に

発
展
さ
せ
る
た
め
に
ど
う
す
べ
き
か
を
考
え
る
地
方
自
治
研
究
集
会
を
開

き
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
実
現
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

環
境
問
題
へ
の
対
応
、
と
り
わ
け
一
九
七
六
年
か
ら
は
じ
ま
り
、
沼
津

方
式
と
呼
ば
れ
た
「
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
型
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
」

は
沼
津
市
の
清
掃
職
場
の
自
治
研
活
動
の
成
果
と
し
て
生
み
出
さ
れ
ま
し

た
。
画
期
的
な
取
り
組
み
は
、
ご
み
の
資
源
化
、
減
量
と
い
っ
た
効
果
だ

け
で
は
な
く
、
清
掃
事
業
の
社
会
的
評
価
を
高
め
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

自
治
研
の
歴
史
を
紐
解
く
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
感
動
的
な
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
多
く
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
今
、
自
治
労
の
歴
史
と
と
も
に
積

み
重
ね
て
き
た
こ
の
運
動
を
受
け
継
ぎ
、
新
た
な
時
代
の
な
か
で
発
展
さ

せ
て
い
く
責
務
を
負
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
総
人
口
は
二
〇
一
五
年
国
勢
調
査
で
一
億
二
七
〇
九
万
人
と
一

九
二
〇
年
の
調
査
以
来
、
は
じ
め
て
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
出
生
数
の
長

期
に
わ
た
る
減
少
が
主
な
要
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
高
齢
化
率

は
、
二
〇
二
五
年
に
は
七
五
歳
以
上
が
一
八
％
を
超
え
、
六
五
歳
以
上
は

三
〇
％
と
、
超
高
齢
社
会
に
な
る
と
推
計
。
七
五
歳
以
上
人
口
は
、
都
市

部
で
は
急
速
に
増
加
し
、
も
と
も
と
高
齢
者
人
口
の
多
い
地
方
で
も
緩
や

か
に
増
加
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
と
超
少
子
・
高
齢
化
の

進
行
は
今
後
も
続
き
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
を
は
じ
め

［
土
佐
自
治
研
集
会
特
集
号
］
私
た
ち
の
手
で
自
由
・
自
治
・
幸
福
を
作
り
だ
そ
う

自
治
研
中
央
推
進
委
員
長

青
木
真
理
子

と
す
る
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
自
治
体
を
中
心
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
き
ま
し
た

が
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
な
か
に
あ
っ
て
、
税
収
が
減
り
、
自
治
体
財

政
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
く
状
況
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
難
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
今
後
は
国
の
画
一
的
な

方
針
や
前
例
主
義
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
治
体
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
協
働
し
、
住
民
が
真
に
必
要
と
し
て
い
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
新
た
な
方
法
を
模
索
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

六
月
に
は
、
高
齢
化
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
若
い
勤
労
者
が
激
減
す
る
二

〇
四
〇
年
頃
の
自
治
体
の
姿
を
想
定
し
、
有
識
者
研
究
会
が
ま
と
め
た
報

告
書
『
自
治
体
戦
略
二
〇
四
〇
構
想
研
究
会
～
人
口
減
少
下
に
お
い
て
満

足
度
の
高
い
人
生
と
人
間
を
尊
重
す
る
社
会
を
ど
う
構
築
す
る
か
～
』
が

野
田
総
務
大
臣
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。「
自
治
体
は
職
員
半
減
で
も
困
難
さ

を
増
す
課
題
を
突
破
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、

住
民
票
や
税
金
な
ど
自
治
体
ご
と
に
異
な
る
シ
ス
テ
ム
や
書
類
を
統
一
し
、

Ａ
Ｉ
な
ど
を
活
用
す
る
。
ま
た
中
心
的
な
都
市
と
近
隣
自
治
体
で
つ
く
る

あ
お
き
・
ま
り
こ

一
九
八
五
年
旧
斐
川
町
役
場
（
二
○
一
一
年
合
併
に
よ
り
出
雲
市
）
に
入
職
。
建
設
課
、
生
涯
学
習
課
、

ふ
る
さ
と
デ
ザ
イ
ン
課
、
企
画
財
政
課
で
勤
務
。
二
○
○
○
年
か
ら
島
根
県
本
部
女
性
部
副
部
長
、
連

合
島
根
女
性
委
員
会
委
員
長
。
二
○
○
七
年
か
ら
島
根
県
本
部
専
従
副
委
員
長
、
二
○
一
一
年
か
ら
自

治
労
本
部
執
行
委
員
。
総
合
組
織
局
、
総
合
企
画
総
務
局
を
へ
て
現
在
副
中
央
執
行
委
員
長
。

広
い
圏
域
単
位
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
公
共
施
設
、
学
校
や
医
療
機
関
な
ど

を
維
持
す
る
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
地
方
制
度
調
査
会
で
具
体
的
な
議
論
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
が
、
行
政
の
あ
り
方
を
大
き
く
変
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
だ
け

に
、
論
点
の
分
析
や
問
題
点
の
把
握
に
つ
と
め
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
に
つ

い
て
も
、
自
治
労
の
基
本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

土
佐
自
治
研
で
は
「
土
佐
で
『
学
ぶ
』」「
未
来
を
『
見
つ
め
る
』」「
地

域
で
『
生
き
る
』」「
絆
を
『
つ
む
ぐ
』」「
み
ん
な
で
『
支
え
合
う
』」「
私

た
ち
で
『
創
る
』」
の
六
つ
の
テ
ー
マ
で
、一
二
の
分
科
会
と
黒
潮
町
で
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
「
防
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
設
定
し
、
議
論
を
深
め

ま
す
。

　

地
方
自
治
の
本
旨
で
あ
る
「
地
域
の
こ
と
は
自
分
（
地
域
）
た
ち
で
決

め
る
」
こ
と
を
前
提
と
し
、「
住
民
や
地
域
に
と
っ
て
必
要
な
新
た
な
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
あ
り
方
と
は
ど
の
よ
う
な
形
な
の
か
」、「
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
地
域
性
・
多
様
性
を
尊
重
し
た
持
続
可
能
な
社
会
シ
ス

テ
ム
を
い
か
に
構
築
し
て
い
く
の
か
」
を
さ
ま
ざ
ま
な
苦
難
を
乗
り
越
え
、

『
自
由
』『
自
治
』『
幸
福
』
を
守
り
続
け
て
き
た
土
佐
の
歴
史
と
文
化
を
感

じ
な
が
ら
、
自
由
闊
達
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
議
論
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

第
三
七
回
地
方
自
治
研
究
全
国
集
会
◉
土
佐
自
治
研
コ
ン
セ
プ
ト

自
由
・
自
治
・
幸
福
を

土
佐
の
地
で
議
論
し
よ
う


